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令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
５
月
15
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

の
８
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
新
し
い
正
副
議
長
を
選
出
し
、

常
任
委
員
会
等
の
委
員
の
選
任
等
を
行
っ
た
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
件
な
ど
議
案
８
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で

の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
同
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費

を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
32
件
を
議
決
し
た
ほ
か
、

意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

〔
第
１
回
臨
時
会
〕

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
令
和
２
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
））

◎
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
マ
ス
ク
配
付
事
業

・
特
別
定
額
給
付
金
事
業
　
　
　
・
事
業
継
続
支
援
金
事
業

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
（
２
件
）

・
長
浜
昌
三
氏
　
・
山
口
　
健
氏

〔
第
２
回
定
例
会
〕

▼
令
和
２
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
主
な
内
容

・
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援
事
業

▼
鹿
児
島
市
税
条
例
等
一
部
改
正
の
件

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
市
民
税
の
ひ
と
り
親
控
除
の

追
加
、
所
有
者
不
明
土
地
等
の
現
所
有
者
の
申
告
の
制
度
化
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
税
の
徴
収
猶
予
の
特
例
の
整
備

等
を
行
う
も
の

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
立
元
千
帆
氏

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

・
笹
川
理
子
氏

個人質疑から

第１回臨時会・第２回
定例会の概要、議決さ
れた主な議案の要旨

可決された意見書の
要旨
議会からのお知らせ

鹿 児 島 市 議 会 議 員
新しく選出された45人

委員会の構成

【
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
】

１面

４面

４面

５面

６面

２～４面

市議会だより市議会だより

議案等に対する各会派
等の表決態度 ５面

　
こ
の
た
び
の
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
復
興
が
な
さ
れ
、
皆
様
の
生
活
が
安
定
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
へ
の
お
見
舞
い

ナイスハートカフェ（市役所本庁）…就労支援施設の皆さんがランチタイムに日替わり出店する野外カフェです。ナイスハートカフェ（市役所本庁）…就労支援施設の皆さんがランチタイムに日替わり出店する野外カフェです。

No.3502020

令和２年８月１日
第２回定例会号

ー議長に川越桂路氏、副議長に小森のぶたか氏を選出ーー議長に川越桂路氏、副議長に小森のぶたか氏を選出ー
新たな議会構成で始動！新たな議会構成で始動！
第1回臨時会

新型コロナウイルス対策含む補正予算を可決新型コロナウイルス対策含む補正予算を可決
第２回定例会



市　　議　　会　　だ　　よ　　り 令和2年（2020年）8月1日（2）

問 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
人
権
へ
の
配
慮

答問

市
役
所
の
３
密
対
策

答

問答

避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

問 財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

問答 答Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
へ
の
特
別

定
額
給
付
金
の
対
応

問答 子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

問答 学
校
臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
マ
ス
ク
配
付
事
業

　第１回臨時会では６人、第２回定例会では18人の議員が個人質疑を行いました。
その中から一部を紹介します。
　質疑者は次のとおりです。

（無 所 属）
（立憲フォーラム）
（日本共産党）
（日本共産党）
（自由民主党）
（自由民主党）

議員
議員
議員
議員
議員
議員

のぐち英一郎
向江かほり
園 山 え り
大園たつや
西 　 洋 介
薗 田 裕 之

（日本共産党）
（無 所 属）
（公 明 党）
（社民・市民フォーラム）
（社民・市民フォーラム）
（無 所 属）

議員
議員
議員
議員
議員
議員

たてやま清隆
小川みさ子
長 浜 昌 三
中 原 　 力
森山きよみ
大 園 盛 仁

（公 明 党）
（立憲フォーラム）
（公 明 党）
（自由民主党）
（自由民主党）
（自由民主党）
（市 民 連 合）

議員
議員
議員
議員
議員
議員
議員

崎元ひろのり
まつお晴代
こじま洋子
中元かつあき
長田徳太郎
古 江 尚 子
伊地知紘徳

個人質疑
   　 　  から

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画 （掲載記事は質疑順ではありません。）

問答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

支
援
制
度
の
周
知
と
さ
ら
な
る
充
実

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
定
例
会

ひ   

ぼ
う

特別定額給付金の窓口

避難所入口に掲示された感染予防のお知らせ３密対策中の市民課窓口

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
支
援
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
補
正
予
算
を
迅
速
に
執
行
し
、

さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
同
感
染

症
に
よ
り
経
済
や
市
民
生
活
に
重
大
な

影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

生
活
を
家
計
の
面
か
ら
支
え
る
特
別
定

額
給
付
金
事
業
や
、
売
り
上
げ
が
減
少

し
た
事
業
者
を
支
え
る
事
業
継
続
支
援

金
な
ど
、
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
支
援

策
に
つ
い
て
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
、
果
断
に
対
応
す
る
た
め
専
決
処
分

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象

と
な
る
全
て
の
市
民
へ
広
く
行
き
渡
る

よ
う
周
知
に
努
め
、
一
日
で
も
早
く
お

届
け
で
き
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
進
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
支
援

の
充
実
に
つ
い
て
も
、
適
宜
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額
と
対
象
事

業
、
残
高
は
。
ま
た
、
今
回
の
大
規
模

な
取
り
崩
し
に
匹
敵
す
る
過
去
の
事
例

と
、
同
基
金
の
積
み
立
て
・
活
用
に
つ

い
て
の
市
長
の
認
識
は
。

　
　
　
同
基
金
か
ら
は
、
事
業
継
続
支

援
金
事
業
や
マ
ス
ク
配
付
事
業
の
ほ
か
、

学
校
臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金
の
一
部

に
17
億
円
を
繰
り
入
れ
て
お
り
、
基
金

残
高
は
47
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
多
額
な
取
り
崩
し
の
事
例
と
し
て
は
、

平
成
５
年
度
の
８
・
６
豪
雨
災
害
復
旧

対
応
の
た
め
の
43
億
円
や
21
年
度
の
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
対
策
等
の

た
め
の
23
億
円
な
ど
が
あ
る
。

　
今
回
の
取
り
崩
し
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、

機
動
的
な
財
政
出
動
を
図
る
べ
く
行
う

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、

緊
急
・
臨
時
的
な
支
出
が
生
じ
る
場
合

に
は
、
同
基
金
の
積
極
的
な
活
用
に
意

を
用
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
の
受
給
拒
否
の
届
け
出
の
意
味
は
。

な
ぜ
、
支
給
開
始
が
６
月
末
な
の
か
。

　
　
　
同
給
付
金
は
、
申
請
を
要
し
な

い
も
の
で
あ
る
が
、
国
の
通
知
に
よ
り
、

対
象
者
に
個
別
の
案
内
チ
ラ
シ
を
送
付

し
た
後
、
届
け
出
に
か
か
る
一
定
の
期

間
を
設
け
、
受
給
の
意
思
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
給
付
金
は
、
シ
ス
テ
ム
改

修
や
案
内
チ
ラ
シ
の
作
成
・
発
送
、
届

け
出
な
ど
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
６
月
末
の
支
給
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

滞
在
者
、
野
宿
生
活
者
な
ど
の
特
別
定

額
給
付
金
の
申
請
方
法
と
そ
の
周
知
は
。

ま
た
、
同
給
付
金
の
申
請
期
限
は
。

　
　
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
は
、
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る

旨
を
申
し
出
る
こ
と
で
、
居
住
地
に
住

民
票
を
移
し
て
い
な
く
て
も
居
住
す
る

市
区
町
村
で
申
請
・
受
給
が
可
能
と
な

る
。
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
滞
在
者
等
は
、
住

民
登
録
が
あ
る
場
合
は
そ
の
市
区
町
村

を
通
し
て
、
な
い
場
合
は
現
に
居
住
し

て
い
る
市
区
町
村
に
登
録
手
続
き
を
し

た
上
で
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
　

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
店
内
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
出
や
ホ
ー
ム
レ
ス
巡
回
相

談
な
ど
に
お
い
て
チ
ラ
シ
配
布
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
同
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
国
の
実

施
要
領
に
よ
り
３
カ
月
以
内
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
で
は
８
月
31
日
と
な
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
マ
ス
ク
配
付
事
業
の
経
費
詳
細
と

決
定
過
程
は
。

　
　
　
同
事
業
の
経
費
内
訳
は
、
マ
ス

ク
の
調
達
・
梱
包
に
約
１
億
１
５
５
９

万
円
、
チ
ラ
シ
の
印
刷
・
配
付
等
に
約

１
３
６
３
万
円
、
郵
送
代
な
ど
に
約
35

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
同
事
業
は
、
全
都
道
府
県
が
緊
急
事

態
措
置
と
な
る
中
、
市
民
が
マ
ス
ク
を

調
達
す
る
の
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
感
染
拡
大
防
止
に
早
急
に
対
応

す
る
た
め
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
学
校
臨
時
休
業
対
策
費
補
助
金

と
し
て
、
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
た
学
校
給
食
費
返
還
等
事
業
と
衛
生

管
理
改
善
事
業
の
内
容
と
効
果
は
。

　
　
　
学
校
給
食
費
返
還
等
事
業
は
、

小
・
中
学
校
の
一
斉
臨
時
休
業
に
よ
る

学
校
給
食
中
止
に
伴
う
食
材
の
キ
ャ
ン

セ
ル
費
と
給
食
費
の
返
金
等
に
要
す
る

経
費
と
し
て
計
上
し
た
。
ま
た
、
衛
生

管
理
改
善
事
業
は
、
給
食
の
再
開
に
向

け
、
調
理
業
者
に
対
す
る
手
洗
い
消
毒

器
な
ど
の
設
備
更
新
費
や
マ
ス
ク
な
ど

消
耗
品
費
の
補
助
と
し
て
計
上
し
た
。

　
両
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
学
校
給
食

の
安
定
的
な
供
給
や
、
調
理
業
者
の
一

層
の
衛
生
管
理
の
徹
底
・
改
善
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
、
医
療
関
係
、
物
流
業
界
な

ど
最
前
線
で
働
く
市
民
や
感
染
者
に
対

す
る
誹
謗
中
傷
、
差
別
、
偏
見
な
ど
の

相
談
状
況
と
実
施
し
た
啓
発
内
容
は
。

　
　
　
本
市
や
法
務
局
等
の
相
談
窓
口

に
は
、
感
染
者
や
医
療
関
係
者
等
に
対

す
る
不
当
な
差
別
や
偏
見
に
関
す
る
相

談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
　

　
本
市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
同

感
染
症
に
関
す
る
人
権
へ
の
配
慮
に
つ

い
て
の
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
関
連
の
相
談
窓
口
を
案
内

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
３

密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
回
避
の
対

策
は
。
ま
た
、
避
難
所
運
営
者
と
避
難

者
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
要
支
援
者
、

要
配
慮
者
へ
の
対
策
は
。

　
　
　
避
難
所
に
お
い
て
は
、
３
密
回

避
の
対
策
と
し
て
、
一
人
当
た
り
４
平

方
㍍
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
定
期
的

な
換
気
の
実
施
や
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗

い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
へ
の
協
力
の
呼
び

か
け
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
運
営
に
従
事
す
る
職

員
用
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
た
ほ
か
、
避
難
者
向
け

と
し
て
、
３
密
回
避
や
感
染
症
対
策
に

関
す
る
チ
ラ
シ
を
避
難
所
内
に
掲
示
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

中
で
、
要
配
慮
者
・
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
環
境
づ
く

り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
市
役
所
本
庁
舎
別
館
に
あ
る
待

合
場
所
が
３
密
と
な
ら
な
い
対
策
は
。

　
　
　
本
庁
舎
別
館
の
３
密
対
策
と
し

て
、
窓
口
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
ア
ク

リ
ル
板
を
設
置
し
た
ほ
か
、
待
合
場
所

の
椅
子
の
間
隔
や
配
置
を
見
直
し
た
。

　
ま
た
、
来
庁
者
が
多
い
市
民
課
に
お

い
て
は
、
待
ち
状
況
を
窓
口
呼
出
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
で
待
合
場
所
に
集
中
し
な
い

よ
う
対
応
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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て
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し

問答新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
体
制
の
充
実
強
化

問 児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
お
け
る

感
染
症
防
止
対
策

問答 答地
域
の
飲
食
店
子
ど
も
食
堂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

答

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
支
援
事
業

問

答答

マ
ス
ク
着
用
時
の
聴
覚
や
言
語
に
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
課
題
と
支
援

県
外
観
光
客
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

問問

答 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
ご
み
減
量
へ
の
影
響

問

答 磯
新
駅
の
早
期
設
置
に
向
け
て

問

答

事
業
継
続
支
援
金
事
業
の

追
加
対
策
・
拡
充

問

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
等
が
感
染

症
防
止
対
策
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
長

時
間
勤
務
し
て
き
た
状
況
へ
の
認
識
と

課
題
は
。
ま
た
、
感
染
再
拡
大
に
備
え

た
保
育
環
境
の
改
善
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
定

期
的
に
換
気
を
行
う
な
ど
「
３
つ
の
密
」

が
重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
消
毒
等
の
衛
生
管
理
に
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
の
臨

時
休
業
の
際
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
勤

務
が
求
め
ら
れ
る
中
、
支
援
員
の
確
保

等
に
苦
慮
さ
れ
た
と
認
識
し
て
お
り
、

徹
底
し
た
感
染
症
防
止
対
策
と
、
支
援

員
等
の
確
保
や
負
担
軽
減
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
新
た
に
非
接
触
型
体
温
計

や
空
気
清
浄
機
を
配
備
す
る
な
ど
感
染

症
防
止
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

学
校
の
臨
時
休
業
の
際
は
、
教
育
委
員

会
と
協
議
・
連
携
し
な
が
ら
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
を
介
さ
ず
に
医
師
が
直
接
検
査
を
依

頼
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目

的
と
人
員
体
制
は
。
ま
た
、
感
染
者
の

早
期
発
見
の
た
め
、
無
症
状
者
も
含
め

た
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る

考
え
は
。

　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
、
検
査
体

制
の
充
実
と
と
も
に
、
身
近
な
か
か
り

つ
け
医
等
が
窓
口
と
な
る
こ
と
で
、
市

民
が
よ
り
相
談
し
や
す
く
な
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
た
も
の
で
、
医
師
、
看

護
師
、
事
務
職
員
、
誘
導
員
各
１
人
で

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に

感
染
者
を
発
見
す
る
観
点
か
ら
、
医
師

が
検
査
を
必
要
と
判
断
す
る
基
準
に
、

「
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
場
合
」

を
加
え
、
無
症
状
で
あ
っ
て
も
検
査
を

行
う
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
国
の
変
更
に
対
応
し
、
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
食
堂
の
役
割
と
本
市
に

お
け
る
状
況
評
価
は
。

　
ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
に
あ
る
地

域
の
飲
食
店
子
ど
も
食
堂
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
効
果
は
。

　
　
　
同
食
堂
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
食
を
支
え
、

居
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
を
地
域
の
つ
な
が
り
の

中
で
支
援
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
多
く
の
同
食
堂
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を

受
け
活
動
を
自
粛
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
食
堂
と
飲
食
店
が
連
携
し
、
子
ど
も

や
大
人
に
弁
当
を
提
供
す
る
た
め
の
必

要
経
費
を
本
市
が
助
成
す
る
こ
と
で
、

同
食
堂
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
口
元
の
可
視
化
が
必
要
な
聴
覚

や
言
語
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
マ

ス
ク
着
用
時
の
現
状
と
課
題
は
。
ま
た
、

課
題
解
消
の
た
め
、
児
童
生
徒
や
教
員

等
へ
透
明
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
等
を
配
布
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
い
る
現
状
で
は
、
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
は
、
相
手
の

口
元
が
見
え
な
い
た
め
話
が
分
か
り
に

く
く
、
言
語
に
障
害
の
あ
る
児
童
は
、

発
音
指
導
の
際
、
口
の
動
き
の
確
認
が

で
き
な
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
な

る
学
習
場
面
が
あ
る
。

　
透
明
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
口
の

動
き
や
表
情
が
読
み
取
り
や
す
く
な
り
、

指
導
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

児
童
生
徒
と
教
員
等
へ
の
透
明
マ
ス
ク

等
の
配
布
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
県
外
観
光
客
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
に
つ
い
て
、
県
内
で
は
な
く
県

外
観
光
客
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。
ま

た
、
実
施
や
中
止
を
判
断
す
る
具
体
的

な
数
値
条
件
と
、
中
止
し
た
場
合
の
宿

泊
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
等
の
負
担
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
　
　
同
事
業
は
、
県
域
を
越
え
た
移

動
の
制
限
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

県
外
か
ら
の
観
光
客
の
早
期
回
復
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
事
業
実
施
を
判
断
す
る
具
体
的
な
数

値
条
件
は
な
い
が
、
国
の
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
市
民
の
安
全
確
保
と
観
光
振

興
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
留
意
す
る
中
で

判
断
し
、
仮
に
中
止
し
た
場
合
の
費
用

返
還
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
令
和
２
年
６
月
15
日
現
在
の
本

市
事
業
継
続
支
援
金
事
業
の
予
算
額
に

対
す
る
執
行
率
は
17
・
45
㌫
で
あ
る
。

申
請
期
間
が
終
了
す
る
６
月
末
の
状
況

を
見
極
め
、
何
ら
か
の
追
加
対
策
を
講

じ
る
こ
と
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
の
経
済
の
力

強
い
回
復
に
向
け
、
事
業
活
動
の
継
続

を
強
力
に
支
援
す
る
た
め
、
各
種
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
が
有
効
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
広
報
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
域
内
で
安
心
し
て
あ
ら

ゆ
る
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
多
く

の
事
業
者
か
ら
の
要
望
や
議
会
で
の
議

論
等
も
踏
ま
え
、
同
支
援
金
の
対
象
を

全
て
の
業
種
に
拡
充
す
る
ほ
か
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
新
た
な

支
援
策
に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
も
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
経
済
の
回
復
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
県
内

景
況
は
。

　
ま
た
、
今
後
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
支
援
事
業
の
概
要
と
期

待
さ
れ
る
効
果
は
。

　
　
　
調
査
機
関
の
分
析
等
に
よ
る
と
、

県
内
の
景
気
は
、
幅
広
い
業
種
で
売
上

高
が
大
幅
に
減
少
し
、
雇
用
面
に
お
い

て
も
有
効
求
人
倍
率
が
低
下
す
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
事
業
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
す
る
商
店
街
・
通
り
会

等
に
対
し
、
上
限
30
㌫
の
プ
レ
ミ
ア
ム

負
担
額
や
印
刷
費
な
ど
の
経
費
を
助
成

す
る
も
の
で
、
７
月
か
ら
の
募
集
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

　
効
果
と
し
て
は
、
商
品
券
を
き
っ
か

け
に
新
た
な
需
要
が
喚
起
さ
れ
、
商
店

街
の
活
性
化
や
消
費
の
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　
　
令
和
元
年
度
の
家
庭
ご
み
量
の

分
析
と
そ
の
要
因
、
今
後
の
推
移
は
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
、
家
庭
ご
み
有
料
化
の
判
断
に
与

え
る
影
響
と
家
庭
ご
み
マ
イ
ナ
ス
１
０

０
㌘
の
目
標
達
成
に
向
け
た
今
後
の
考

え
方
は
。

　
　
　
家
庭
の
ご
み
量
に
つ
い
て
は
、

も
や
せ
る
ご
み
等
は
横
ば
い
の
状
況
で

推
移
し
て
い
る
一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
の
資
源
物
は
、
同
感
染
症
に
伴
う
外

出
自
粛
等
の
影
響
で
２
年
３
月
に
大
幅

に
増
加
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
近
年
減
少

傾
向
で
あ
っ
た
家
庭
の
ご
み
量
は
増
加

に
転
じ
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の
状
況

が
続
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
目
標
達
成
に
つ
い
て
は
、
期

限
を
３
年
３
月
に
設
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
２
年
６
月
か
ら
剪

定
枝
の
戸
別
収
集
や
水
切
り
な
ど
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
意
識
啓
発
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
ず
は
目
標
達
成
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
磯
新
駅
設
置
協
議
会
に
お
け
る

本
市
の
役
割
と
令
和
２
年
度
の
取
り
組

み
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
ま
た
、
新
駅
の
早
期
設
置
に
対
す
る

市
長
の
思
い
は
。

　
　
　
磯
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、
２

年
５
月
に
事
業
主
体
と
な
る
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
経
済
界
が
主
体
的
に
進
め

る
体
制
が
構
築
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
、
こ
れ
に
参
画
し
、
事

務
局
を
担
う
と
と
も
に
、
国
と
の
協
議

な
ど
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
協
議
会
の
２
年
度
の
事
業
内
容
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
覚
書
の
交
換
や
駅
設
置

へ
の
理
解
促
進
に
つ
い
て
の
広
報
等
で

あ
り
、
３
年
度
以
降
に
基
本
設
計
や
実

施
設
計
、
工
事
を
行
い
、
６
年
度
の
開

業
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
駅
設
置
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
も
経
済
団
体
や
県
と
一
体
と
な
っ

て
、
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
早
期
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３密対策がとられた児童クラブの様子

フェイスシールドを使用した授業の様子

生
ご
み
の
８
割
は
水
分
。
水
切
り
で

生
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

⬅
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政務活動費収支報告書等のインターネット公開
　平成28年５月分からの政務活動費収支報告書と収支内訳書、領収書等の写しを、インターネ
ットで公開しています。
　政務活動費の交付を受けた会派ごとに、令和２年４月分までの文書をご覧
いただけます。
　　　　　　　　　　　　詳しくは市議会ホームページをご覧ください▶

　地方自治法及び鹿児島市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、鹿児島市議会議員の
調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。
【交付対象】
　　鹿児島市議会における会派（所属議員が１人の場合を含みます。）
【交付額および交付の方法】
　　次の合算額を、４月から９月まで及び10月から翌年３月までの各区分による期間ごとに交
付します。
・各月の１日（基準日）における当該会派の所属議員数に月額150,000円を乗じて得た額
・基準日において現に会派が雇用している事務補助員に係る当該月分の雇用に要する経費と
して月額270,000円以内で市長が別に定める基準により算定した額

　市議会図書室では、平成26年度分からの収支報告書等の写しを閲覧できます。
　・閲覧場所：市議会図書室（西別館４階）
　・閲覧時間：午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　（閉庁日を除きます。） ☎ 099－216－1450（直通）

市議会事務局総務課

政務活動費とは

市議会図書室でも政務活動費収支報告書等を閲覧できます

可決された意見書の要旨
　第２回定例会では２件の意見書案を原案どおり可決し
ました。要旨は次のとおりです。
●新たな過疎対策法の制定に関する意見書
　国においては、現行法の期限終了後も、引き続き過疎
地域の振興が図られるよう新たな過疎対策法を制定する
ことなどを強く要請するため、国会および関係行政庁に
対し意見書を提出します。
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　内閣官房長官、財務大臣、農林水産大臣、
　　　　　国土交通大臣、総務大臣

●教育予算の拡充を求める意見書
　国においては、令和３年度の予算編成において、子ど
もたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数の
改善を推進するとともに、教育の機会均等と水準の維持
向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を
堅持することを強く要請するため、国会および関係行政
庁に対し意見書を提出します。
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　内閣官房長官、財務大臣、文部科学大臣、
　　　　　総務大臣

　
　
　
令
和
２
年
４
月
の
市
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
率
の
年
代
別
・
性
別
・
地

域
別
の
特
徴
は
。
ま
た
、
投
票
率
向
上

策
の
検
討
の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
と

他
都
市
で
行
っ
て
い
る
移
動
投
票
所
の

実
施
や
共
通
投
票
所
の
選
択
な
ど
参
考

に
す
る
施
策
へ
の
見
解
は
。

　
　
　
今
回
の
市
議
選
の
投
票
率
は
、

年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
低
く
、
年
代

が
上
が
る
に
つ
れ
て
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
、
18
・
19
歳
は
、
20
・
30
代
よ
り

も
高
く
な
っ
て
い
る
。
性
別
で
は
、
男

女
間
に
大
き
な
差
は
な
く
、
地
域
別
で

は
、
桜
島
地
域
と
郡
山
地
域
は
前
回
の

投
票
率
を
上
回
っ
た
が
、
そ
の
他
の
地

域
は
下
回
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
投
票
率
は
、
全
国
的
に
も
低
下
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
若
者
を
中
心

と
し
た
政
治
的
無
関
心
や
政
治
離
れ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
主
権
者
教
育
や
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
有
権
者
が
投
票
し
や
す
い

環
境
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
他
都
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
投
票

率
向
上
の
観
点
か
ら
効
果
的
な
も
の
も

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
鹿
児
島
交
通
が
明
和
地
域
や
常

安
団
地
な
ど
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
を

廃
止
し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体
的
な
影

響
と
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
は
。

　
ま
た
、
代
替
策
へ
の
見
解
と
今
後
の

進
め
方
は
。

　
　
　
廃
止
さ
れ
た
４
路
線
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
か
ら

は
「
近
隣
の
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
い
る

が
高
齢
者
に
は
負
担
が
大
き
い
」
「
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
が
費
用
が
か

か
る
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
特
に
高
齢
者
へ
の
影
響
が
大
き
い

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
早
急
に
代
替

交
通
手
段
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
と
し
て
も
、
代
替
交
通
手
段

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
地
元
と
の
意
見
交
換
等
を

行
い
な
が
ら
、
運
行
方
法
等
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能

と
今
後
期
待
す
る
効
果
は
。

　
ま
た
、
交
付
率
が
上
が
ら
な
い
原
因

と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
同
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
の
際

の
公
的
な
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
各
種

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
等
に
利
用
で
き
、

今
後
、
国
は
、
健
康
保
険
証
な
ど
既
存

の
各
種
カ
ー
ド
等
と
の
連
携
や
一
体
化

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
さ
ら

に
利
便
性
が
向
上
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

取
得
し
な
い
理
由
と
し
て
「
必
要
性
が

感
じ
ら
れ
な
い
」
が
最
も
多
く
、
「
身

分
証
明
書
に
な
る
も
の
は
他
に
あ
る
」

「
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
心
配
」
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
国

と
連
携
し
て
同
カ
ー
ド
の
活
用
意
義
や

安
全
性
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
周
知

広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、
出
張
申
請

受
け
付
け
な
ど
に
よ
り
取
得
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
拉
致
問
題
に
つ
い
て
の
本
市
の

認
識
と
取
り
組
み
は
。

　
ま
た
、
市
民
の
正
し
い
理
解
と
強
い

認
識
を
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
当
局

の
決
意
は
。

　
　
　
拉
致
問
題
は
決
し
て
許
す
こ
と

の
で
き
な
い
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
重
大

な
人
権
侵
害
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
本
市
は
、
同
問
題
を
人
権
課
題
の
一

つ
と
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画

に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
毎
年
12
月
の
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
に
パ
ネ

ル
展
示
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
校

で
は
国
か
ら
配
布
さ
れ
た
啓
発
ア
ニ
メ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
め
ぐ
み
」
を
視
聴
す
る
な
ど
、

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
関
係
自
治
体
な
ど
と
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、
情
報
収
集
や
市
民
へ
の

啓
発
活
動
に
取
り
組
む
ほ
か
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
性
的
指
向
や
性
自
認
に
つ
い
て

の
差
別
や
性
的
指
向
等
を
本
人
の
同
意

な
く
他
人
に
明
か
す
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
も

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
の

理
解
を
深
め
、
同
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な

く
す
た
め
に
も
労
働
施
策
総
合
推
進
法

の
徹
底
を
踏
ま
え
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入
の
検
討
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
性
的
少
数
者
の
方
々
が
、
日
常

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
理
解
促
進

や
相
談
・
支
援
等
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
同
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
や
調
査
・
研
究
等
を
踏
ま
え
、
今

後
、
一
定
の
方
向
性
を
整
理
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
農
村
等
中
山
間
地
域
に
お
け
る

土
地
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
の
達
成
状
況

と
評
価
、
課
題
は
。

　
　
　
同
プ
ラ
ン
策
定
後
、
小
山
田
・

平
川
小
学
校
周
辺
な
ど
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
７
カ
所
全
て
の
集
落
核
等
で

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し

て
お
り
、
店
舗
等
の
立
地
に
関
す
る
意

見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
拠
点
形
成
の
実
現
に
は
、
地
域
住
民

や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
果
の
発
現

に
は
時
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
部
の
集
落
核

で
小
規
模
な
店
舗
が
建
築
さ
れ
る
な
ど

生
活
利
便
施
設
の
誘
導
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

問答 投
票
率
の
向
上
に
向
け
て

問 鹿
児
島
交
通
の
バ
ス
路
線

廃
止
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応

問答 答マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進

問答

集
約
型
都
市
構
造
に
向
け
た

土
地
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
の
推
進

問 性
的
少
数
者
の
方
々
へ
の
支
援

問答 答

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題

　
令
和
元
年
６
月
の
法
改
正
で
、
職
場

に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

措
置
が
、
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
、

２
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

解
説
労
働
施
策
総
合
推
進
法

マイナンバーカード

出前授業で選挙を体験する学生
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件　　　　　　　　名

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

結果

無
所
属
Ｃ

無
所
属
Ｂ

無
所
属
Ａ

立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
共
産
党

市
民
連
合

社
民・市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公

明

党

自
由
民
主
党

○賛成　×反対議案等に対する各会派等の表決態度

意見書案

議員数会派名等 所　属　議　員　名 議員数 所　属　議　員　名会派名等

自 由 民 主 党

西 　 洋 介
霜 出 佳 寿
わきた高徳
古 江 尚 子
中 島 蔵 人
入 船 攻 一

山 下 　 要
佐 藤 高 広
奥山よしじろう
仮 屋 秀 一
小森こうぶん

中元かつあき
薗 田 裕 之
川 越 桂 路
柿 元 一 雄
上 門 秀 彦

徳利こうじ
瀬戸山つよし
山 口 　 健
志摩れい子
長田徳太郎

こじま洋子
小森のぶたか

しらが郁代
崎元ひろのり

松尾まこと 長 浜 昌 三

日 本 共 産 党
立憲フォーラム
無 所 属 Ａ
無 所 属 Ｂ
無 所 属 Ｃ

3人
2人
1人
1人
1人

21人

社 民・市 民
フ ォ ー ラ ム

平山タカヒサ
秋 広 正 健

中 原 　 力 大 森 　 忍 森山きよみ

合原ちひろ
片 平 孝 市

米山たいすけ 伊地知紘徳 三反園輝男

園 山 え り たてやま清隆
向江かほり まつお晴代

大園たつや

小川みさ子
大 園 盛 仁
のぐち英一郎

5人

市 民 連 合 5人

公 明 党 6人

【第１回臨時会（５月）】            
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市税条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市国民健康保険条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔鹿児島市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例〕
▼専決処分の承認を求める件〔令和２年度鹿児島市一般会計補正予算（第１号）〕
▼鹿児島市介護保険条例一部改正の件
▼監査委員の選任について同意を求める件〔２件〕
【第２回定例会（６月）】            
▼鹿児島市手数料条例一部改正の件
▼鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市認定こども園の認定の要件を定める条例一部改正の件
▼自動車購入の件〔５件〕
▼食品検査機器購入の件
▼鹿児島市介護保険条例一部改正の件
▼鹿児島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件
▼区分所有による建物の一部及び土地取得の件〔図書館の新設（千日町）〕
▼鹿児島市印鑑条例一部改正の件
▼鹿児島市国民健康保険税条例一部改正の件
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔かごしま健康の森公園パークゴルフ場〕
▼損害賠償の額の決定の件〔市立病院における医療事故〕
▼鹿児島市国民宿舎レインボー桜島条例一部改正の件
▼鹿児島市観光農業公園条例一部改正の件
▼鹿児島市公営企業職員の給与の種類及び基準を定める条例一部改正の件
▼新たに生じた土地を確認する件〔桜島港（西道地区）内の公有水面埋立地〕
▼町の区域の変更に関する件〔新たに生じた公有水面埋立地の桜島西道町への編入〕
▼鹿児島市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市消防団員等公務災害補償条例一部改正の件
▼職員の給与に関する条例及び鹿児島市会計年度任用職員の給与等に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市税条例等一部改正の件
▼令和２年度鹿児島市一般会計補正予算（第２号）
▼専決処分の承認を求める件〔令和２年度鹿児島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）〕
▼教育委員会委員の任命について同意を求める件
▼固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件
▼新たな過疎対策法の制定に関する意見書提出の件
▼教育予算の拡充を求める意見書提出の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ×

可決

可決

承認

同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

９人 ９人

委 員 会 の 構 成

総
務
環
境

定数委員会 現員 所 管 事 項委  員（◎委員長  ○副委員長）
総務局、企画財政局、
環境局、会計管理室、
選挙管理委員会、監
査委員及び公平委員
会の所管に属する事
項並びに他の委員会
の所管に属しない事
項
危機管理局、健康福
祉局及びこども未来
局の所管に属する事
項

佐 藤 高 広
山 下 　 要
長 浜 昌 三
仮 屋 秀 一
入 船 攻 一

◎ ○園 山 え り
中 原 　 力
伊地知紘徳
小森こうぶん

古 江 尚 子
西 　 洋 介
小森のぶたか
柿 元 一 雄
長田徳太郎

◎ のぐち英一郎
まつお晴代
大 森 　 忍
片 平 孝 市

市民局及び教育委員
会の所管に属する事
項

霜 出 佳 寿
合原ちひろ
たてやま清隆
川 越 桂 路
小川みさ子

◎ 森山きよみ
こじま洋子
奥山よしじろう
志 摩 れ い子

産業局、観光交流局、
農業委員会、市立病
院、交通局、水道局
及び船舶局の所管に
属する事項

松尾まこと
中元かつあき
大園たつや
崎元ひろのり
秋 広 正 健

◎ 徳利こうじ
瀬戸山つよし
わきた高徳
三反園輝男

９人 ９人

11人 11人

１　議会の運営に関
する事項

２　議会の会議規則、
委員会に関する条
例等に関する事項

３　議長の諮問に関
する事項

桜島火山の継続的な
爆発に伴う降灰対策
等について調査検討
を行い、国・県の財
政措置を含めた各種
施策のより一層の充
実強化を期すため、
関係当局への意見反
映を図る。

山 口 　 健
中元かつあき
佐 藤 高 広
奥山よしじろう
大 森 　 忍
入 船 攻 一

◎ 崎元ひろのり
米山たいすけ
大園たつや
長 浜 昌 三
古 江 尚 子

しらが郁代
徳利こうじ
わきた高徳
のぐち英一郎
森山きよみ
片 平 孝 市

◎ 中元かつあき
たてやま清隆
崎元ひろのり
志摩れい子
中 島 蔵 人

11人 11人

９人 ９人

９人 ９人

防
災
福
祉
こ
ど
も
市
民
文
教

常
　
　
　
任
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
　
会
産
業
観
光
企
業

建設局及び消防局の
所管に属する事項

米山たいすけ
向江かほり
しらが郁代
大 園 盛 仁
上 門 秀 彦

◎

○

○

○

○薗 田 裕 之
平山タカヒサ
山 口 　 健
中 島 蔵 人

９人 ９人

建
設
消
防

桜
島
爆
発
対
策

本市が当面している
都市整備問題（河川
改修、港湾整備、バ
イパス建設、鹿児島
中央駅周辺及び鹿児
島港本港区の課題）
について調査検討を
行い、関係当局への
意見反映を図る。

瀬戸山つよし
向江かほり
こじま洋子
佐 藤 高 広
古 江 尚 子
上 門 秀 彦

◎ 伊地知紘徳
合原ちひろ
平山タカヒサ
薗 田 裕 之
仮 屋 秀 一

11人 11人

都
市
整
備
対
策

地方創生に係る本市
の「人口ビジョン」
及び「総合戦略」の
進捗状況等について
調査検討を行い、関
係当局への意見反映
を図る。

奥山よしじろう
まつお晴代
園 山 え り
松 尾まこと
三反園輝男
秋 広 正 健

◎

○

○

○

○長 浜 昌 三
山 下 　 要
霜 出 佳 寿
山 口 　 健
長田徳太郎

11人 11人

地
方
創
生
に
関
す
る
調
査

定数委員会 現員 設 置 目 的委  員（◎委員長  ○副委員長）

特
　
別
　
委
　
員
　
会

定数委員会 現員 調査・審査事項委  員（◎委員長  ○副委員長）
議
会
運
営
委
員
会

（令和２年５月15日現在）
令和２年第１回臨時会において、常任委員会、議会運営委員会および特別委員会の委員の選任が行われました。新たな委員会の構成は下表のとおりです。



市　　議　　会　　だ　　よ　　り 令和2年（2020年）8月1日（6）

向江かほり（32）
①立憲
②坂元町
③１回　④市議会議員

合原ちひろ（40）
①市民連合
②東谷山3丁目6-6-101
③１回　④行政書士

西　　洋介（44）
①自民党
②草牟田1丁目22-14
③１回　④市議会議員

まつお晴代（45）
①立憲
②田上6丁目
③１回　④政党役員

山下　　要（48）
①自民党
②東俣町3485-4
③１回　④市議会議員

こじま洋子（49）
①公明党
②平川町487-4
③１回　④市議会議員

園山　えり（42）
①共産党
②唐湊3丁目30-3
③２回　④市議会議員

平山タカヒサ（52）
①社民
②上福元町5779-5
③２回　④市議会議員

中元かつあき（52）
①自民党
②田上6丁目20-17-507
③２回　④会社役員

徳利こうじ（57）
①自民党
②紫原7丁目4-15
③２回　④市議会議員

霜出　佳寿（40）
①自民党
②東谷山3丁目36-11
③３回　④市議会議員

米山たいすけ（42）
①市民連合
②下伊敷3丁目15-17
③３回　④市議会議員

中原　　力（46）
①社民
②川上町726
③３回　④市議会議員

佐藤　高広（49）
①自民党
②甲突町19-20-1305
③３回　④市議会議員

しらが郁代（62）
①公明党
②紫原5丁目10-27
③３回　④市議会議員

薗田　裕之（63）
①自民党
②皇徳寺台2丁目19-12-2
③３回　④市議会議員

たてやま清隆（64）
①共産党
②皇徳寺台3丁目16-8
③３回　④市議会議員

瀬戸山つよし（66）
①自民党
②光山2丁目14-5
③３回　④市議会議員

大園たつや（42）
①共産党
②吉野町2240-13
③４回　④団体職員

崎元ひろのり（61）
①公明党
②薬師2丁目26-18
③５回　④市議会議員

大森　　忍（62）
①社民
②武岡4丁目6-14
③５回　④市議会議員

のぐち英一郎（48）
①無所属
②玉里団地3丁目12-7
③６回　④市議会議員

松尾まこと（54）
①公明党
②清和1丁目18-10
③４回　④市議会議員

わきた高徳（75）
①自民党
②本城町360-3
③５回　④行政書士　

奥山よしじろう（51）
①自民党
②花野光ヶ丘2丁目45-6
③５回　④市議会議員

長浜　昌三（57）
①公明党
②吉野町6005-8
③５回　④市議会議員

伊地知紘徳（60）
①市民連合
②明和5丁目37-3
③５回　④団体役員　

山口　　健（52）
①自民党
②山田町3498-1
③６回　④市議会議員

古江　尚子（63）
①自民党
②上本町4-10-505
③６回　④市議会議員

仮屋　秀一（68）
①自民党
②吉野町4046-1
③６回　④市議会議員

柿元　一雄（71）
①自民党
②坂之上1丁目39-18
③６回　④市議会議員

志摩れい子（76）
①自民党
②真砂町76-16
③６回　④市議会議員

森山きよみ（67）
①社民
②花野光ヶ丘2丁目1-13
③７回　④市議会議員

大園　盛仁（67）
①無所属
②犬迫町3489
③７回　④農業

小川みさ子（67）
①無所属
②桜ヶ丘6丁目20-19
③７回　④環境写真家

長田徳太郎（71）
①自民党
②上福元町3930
③９回　④会社役員

秋広　正健（76）
①社民
②桜ヶ丘2丁目37-7
③９回　④団体役員

入船　攻一（74）
①自民党
②下伊敷3丁目12-32
③10回　④団体役員

議員名（年齢）
①会派名等
②住所
③当選回数　④職業

中島　蔵人（69）
①自民党
②宇宿1丁目2-8
③８回　④団体役員　

三反園輝男（62）
①市民連合
②星ヶ峯4丁目38-20
③８回　④市議会議員

小森こうぶん（70）
①自民党
②上之園町22-21
③８回　④市議会議員

上門　秀彦（65）
①自民党
②武岡1丁目29-11
③９回　④市議会議員

片平　孝市（69）
①市民連合
②草牟田2丁目22-5
③９回　④市議会議員

川越　桂路（48）
①自民党
②加治屋町11-20
③６回　④市議会議員

小森のぶたか（59）
①公明党
②伊敷台7丁目12-6
③５回　④市議会議員

〈令和２年５月15日現在〉

鹿児島市議会議員
新しく
選出された45人
任期：令和2年4月29日～令和6年4月28日

副議長議　長

●掲載順序は、議長・副議長以下、上段左から当選回数順です。

※会派名等
自民党：自由民主党　　　　　　　公明党：公明党
社　民：社民・市民フォーラム　　市民連合：市民連合
共産党：日本共産党　　　　　　　立　憲：立憲フォーラム
無所属：無所属

顔写真

この広報紙は、紙へのリサイクルに適した
材料を用いて作成しています。


